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　昨年度好評を得た「参加者一人ひとりの対話型の場」を今年度も開催
します！ 企画そのものを若者といっしょに創っています。「多様な世代
の人と話せる場にしたい」「不器用でも楽しい、多様な物語と接するこ
とによってそれぞれのわたしの物語に気付くきっかけ作りができれば」。
若者プロデュースの語りの場、みなさまのご来場をお待ちしています。

ユースシンポジウム 2014
『動き出す、わたしのワカモノガタリ』

　下京青少年活動センターの魅力を発信す
るお祭を 10 月 4 日 ( 土 ) に実施します。
今年のテーマは、「青少年！ 7 色の活動」
と「安心・安全・笑顔あふれる地元商店街の魅力！」。
　地元商店街との連携企画や青少年のパワーを発信するステージや
ブースなど、楽しい企画が盛りだくさんです。皆さん、お誘い合わ
せのうえ、ご来場ください。

「しもせいフェスタ」を
実施します！

　南青少年活動センターでは、
5 月 16 日 ( 金）「どんぶりの会」
を開催しました。学生から社会
人までの 20 代の男女７名が参
加し、準備したものを用いてオ
リジナルのどんぶりを作って食
べながら交流しました。中には、

「食事は一人か友人と食べる程
度なので、大人数で食べるのは
久しぶり」と嬉しそうに話す参
加者もいました。

20 代話せるプログラム
「どんぶりの会」

　日本人、留学生、外国にルーツのある青少年がともに、
イベント企画運営を通して、多文化共生社会をめざすサラ
ダボウル Project。5 月 25 日（日）に伏見青少年活動セ
ンター＆伏見港公園で「ウェルカムパーティー」を実施し
ました。
　今回はみんなで日
本食作りにチャレン
ジ！ 日本の食文化を
再発見する機会とな
りました。参加者か
らは「サラダボウル
のメンバーになりた
い！」との声も聞か
れ、大盛況でした。

サラダボウル Project
「ウェルカムパーティー」

　北青少年活動センターで、中間的就労プログラムを７月下旬から実施します。
　過去の参加者は農作業を通して、生活リズムを整えたり、自分の強みに気づく
機会になり、進路が決まった若者も（就職、進学など）います。一緒に農作業を
して野菜をつくりながら、働くことについて考えてみませんか？

「野菜づくりから仕事に近づく～働きながら、
働くことを学ぶ 15 週間～」

　今年も 11 月上旬に開催します。この祭は山科駅の地域ぜんぶが“ぐるっと”
会場になり、商店街や山階児童館など近隣の関係機関が様々な催しものをします。
　山科青少年活動センターもテニスコートをメイン会場として「やませいまつり」
を開催します。当日は、青少年が中心となり、地域に住む人たちと一体となって
祭をつくりあげていきます！ 

「ぐるっとふれ愛まち  フェスタ in 山科」

　伏見青少年活動センターでは、地域若者サポーターの方と、子
育てや子どもの自立に悩む保護者の方や社会とのつながりを求め
ている方のご家族、自立に悩む若者を支えている皆さんが、お茶
を飲みながらゆったりと語り合う「はじまるさろん」を実施して
います。
　9 月 13 日、12 月 13 日、3 月 14 日 の 第 2 土 曜 日 14 ～
16 時に開催します。気軽にお越しください。

　北青少年活動センターでは、「西陣」の思いを数珠つなぎしています。絣加工師の德永弘さんに
インタビューをしました。
　着物が主流であった時代に、「矢絣（やがすり）」を代表とするお召と呼ばれる絣織が生まれ、現
在でも卒業式の袴と合わせるのが定番です。120 軒以上あった加工業者は、現在は 7 軒になりま
した。『技術だけでなく、仕事をする心持ちと誇りを伝える』という德永さんの思いは、お弟子さ
んを通じて、未来へとつながっていきます。

　東山青少年活動センターでは、季刊誌として「ヒ
ガシガシ」（毎号 2,000 部）を発行しています。
センターの情報だけでなく、東山区でものづくり
や表現活動をしている人を取り上げたり、利用し
ているグループを紹介するページ、東山の気にな

る噂を検証するコーナーな
ど、東山の魅力を発信するフ
リーペーパーです。
　青少年活動センターをはじ
め、京都市内の各大学やギャ
ラリー、街中にあるカフェや
ショップでも配布中！ ぜひ
お手にとってみてください。

「はじまるさろん」

西陣ひと・まち・もの語り

情報誌「ヒガシガシ」
2014 年夏号 (Vol.42) 配布中☆

本誌『ユースサービス』の掲載広告を募集します！
当協会編集制作刊行の情報誌「ユースサービス」は、若者とともに若者の現
状や未来を考える媒体として、好評を得ています。本誌を通して、企業・団体
の広告宣伝活動にご活用いただけます。
発行部数…3,000 部（年間 3 回発行）
配布先… 京都市内すべての中学校、京都府内の高等学校や大学、関係する

行政機関、厚生労働省、内閣府など中央省庁、全国の地域若者サポー
トステーション受託団体等のＮＰＯ法人・民間団体ほか

広告掲載のお問い合わせ、お申込みは、
京都市ユースサービス協会事務局担当：岡本（電話075-213-3681、Fax075-231-1231）まで。
次回、12 月 1 日付発行の 20 号への広告掲載申込は 9月末日までにお願いします。

全 1 ぺージ（縦 25.6 センチ×横 20.9 センチ） 5 万円
横 1/2 ページ（縦 12.8 センチ×横 20.9 センチ） 3 万円
記事下 1/4 ページ（縦 6.4 センチ×横 20.9 センチ） 2 万円

〈広告掲載料金 オールカラー掲載〉
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7つの青少年活動センター
東山青少年活動センター
住　所：〒 605–0862　京都市東山区
　　　　清水5丁目130–6　東山区総合庁舎2階
ＴＥＬ：075–541–0619
ＦＡＸ：075–541–0628
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/higashiyama/

中京青少年活動センター
住　所：〒 604–8147　京都市中京区東洞院通
　　　　六角下ル御射山町262
ＴＥＬ：075–231–0640
ＦＡＸ：075–231–1231
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/nakagyo/

山科青少年活動センター
住　所：〒 607–8086　
　　　　京都市山科区竹鼻四丁野町42
ＴＥＬ：075–593–4911
ＦＡＸ：075–593–4916
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/yamashina/

伏見青少年活動センター
住　所：〒 612-8062　京都市伏見区
　　　　鷹匠町39-2　伏見区総合庁舎4階
ＴＥＬ：075-611-4910
ＦＡＸ：075-604-4910
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/fushimi/

南青少年活動センター
住　所：〒 601–8441
　　　　京都市南区西九条南田町72
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：075–671–0356
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/minami/

下京青少年活動センター
住　所：〒 600–8871
　　　　京都市下京区西七条北東野町90
ＴＥＬ：075–314–5636
ＦＡＸ：075–314–5640
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/shimogyo/

北青少年活動センター
住　所：〒 603–8165　京都市北区紫野
　　　　西御所田町56　北区総合庁舎西庁舎3階
ＴＥＬ：075–451–6700
ＦＡＸ：075–451–6702
ＵＲＬ：http://www.ys-kyoto.org/kita/

開館時間　平日：午前10時〜午後9時　
　　　　　日祝：午前10時〜午後6時

休館日　　水曜日・年末年始
　　　　　（12/29〜1/3）

 いつも読んでいます。18

号の特集で、今の大学生は

まとまっているなと感じま

した。魚屋のあと継ぎとし

て育ったこともあり、若者

にはやりたいことに挑戦し

てほしいと思っています。

大人として、その環境を整

えることを大切にしていき

たいと思います。

下京区　魚晴

岸田　智之

読者の声

事業レポート

開催概要
中京青少年活動センターにて
9 月 28 日 ( 日 )10 ～ 17 時
①全体会　②トークフリマ・ブースコーナー　③セミナー
青少年無料、一般 500 円／人
問合せ：京都市ユースサービス協会事務局シンポジウム担当
　TEL 075-213-3681　 E-Mail sympo@ys-kyoto.org


